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Sununary 
Forcing (or semi鵬forcing)culture of broadbean p1ants， using the seeds with vernarト
zation treatment， has been practiced by the sceding in September and setting bcfore the 
beginning of Octobcr in and around Izume city， Kagoshima Prcfecture. Nearly al 
broadbean p1ants showed mosaic symptoms in the field b巴forethe end of December. An 
iso1ate of bean yellow mosaic virus (BYMV) was obtained from broaclbean 1eaves with 
mosaic symptoms. The virus was transmitted by mechanica1 inoculation with sap to 
9 species in 2 fami1ies. The infectivity was 108t after heating sap from infCctecl b1'oaclbean 
1eaves fo1' 10 min. at 60-650C， or storage from 6 to 7 clays at 200C， and the di1ution encl-
points 1'anged f1'om 10-4 to 10-5• The g1'anual inclusion body was procluced in the 
epidermal cells of in[ected broadbean leaves and flexuous virus particles with a 1ength of 
750-850 nm were visible in lea[ dip p1'eparations [1'om the leaves. The virus was easi1y 
transmitted in a non-persistent manner by the aphids，λかとωpersicaeand Aphis craccivora 
and through about 0.9% of seeds from the infectecl broadbean plants and at a high rate of 
15% on the cutting knife. Negative result of soi1-borne test within pots suggested that it 
did not appear to be soilベ1'ansmitted.
J吋 gl時 fromthese results a吋 previousreports on BYMV in Japan， the virus was 
iclentifiecl as one of B strains of BYMV. 
The above clata in transmission tests suggest that the control measures include thorough 
rogueing of infectecl seecllings in which the virus is transmitted through se巴ds，and com-
plete protection of aphid mov巴mentinto the crop， especially at the seed1ing stage. Fur-
thermore， attention shou1cl bc drawn to the possibility that the virus can be spread by 
farme1's during cu1tura1 operations such as clisbudding et al 
緒言
施設問芸の発達lζともない，野菜では多岐にわたる栽培様式と多様な作裂が実flイじされている
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なかで，鹿児島県出水市周辺では数年来ソラマメの促成あるいは半促成裁縫が行われている.こ
の方法は1m芽させた様子を9月上旬から約20日間予冷庫内において，王手化処滋を施した後1[，ビ
ニーノレポットに嬬種，育成し， 10月上旬lζビニーノレハウス， トンネノレあるいは路地に定秘して~
l古ーするものである.このようにして裁治ーされたソラマメの収穫は，最も早い事例では年内でも可
能であるが，ウイノレスl乙起関するとSy，われるモザイク病の発生が認められ，多くの場合は12月末
にはほぼ会株におよぶ現況下にあり被怒も無視できないと思われる.
ヌド邦でーマメ科作物に発生するウイルス病は多数報fなされており， そのなかでソラマメの病原
ウイルスとしてはインゲン武政モザイクウイノレス (BYMV)の他に 7積類が記;[返されている 4，6)
本報告は現地での本絹の発生状況について調査し，モザイク症状を長ずるソラマメ業から11'議
類のウイルスを分間fして病原ウイルスの河定を行い，その伝搬経路についても検討そ加えたもの
である.なお， ζの概要は昭和53年9H28 EI日本1rli物病理学会九州部会で報告した.
実験材料および方法
供;試ウイノレス:昭和51年1月出水市周辺の磁場からモザ、イク症状のソラマメ (Vida faba L. 
1弘稜 陵凶一寸)与を採集し，その葉からウイノレスを分離した.分離方法は催病誕の汁液を
Chenopodiumαmaranticolor COST芯 etREYN. の葉にカーボラン夕、、ム (500メッシコ)を振り
かけて機械的接殺を行い，4.じた局部病泌の 11阪を接種iJJllとし，これを singlelesion transferの
31IT1繰り返しによった.分商liされたウイノレスはソラマメまたはインゲ、ンlこ継代保存して供試した.
なお， 52年3月に現地の幽場から者li1おソラマメ 4株を採集して，同様な方法lとよりウイノレスを分
離したが，分離ウイルスはいずれも悶ーであった.
58主1諮問の検定:検定織物として31種類を用い， これらの綴物は種子を直径 12cmの楽焼鉢
lζ撚稜し，空調滋室 (25土40C)内で育成した.縞物への接:fi1!は際病ソラマメ葉から調製した汁
液を接種源としてカーボランダムを用いる機械的接滋により行った.
汁液中の不活化限界:供試した汁淡は按磁後30-40日自の縫病ソラマメ葉を採取し， これに
19当り 9mlの純水を加えて燐砕し， 21霊ガ--ji'で搾汁して得られた粗n~皮を用いた. iru1希釈性
の検定はこの粗汁液の純水による 10 倍段階希釈液をfð，~製することにより行い，術保存性はこの
10011:f希釈液をビーカーに分注し， これを 200Cの定視総内κ保存し，所定時間の経過ごとにそ
の一部を取り出して検定した.耐熱伎の検定は上記の1001古希釈液を小試験管内に分注し，所定
の温水100分間設がiした後lζウイノレス活性の有無を検定することにより行った.これらの実験に
おけるウイノレス活性の検定はC.amaranticolorを用い機械的接種による半護法で・行い，対照に
は100傍希釈液を用いた.
ウイルスの伝搬実験:アブラムシによる伝搬実験には，モモアカアブラムシ (Myzuspeηicae 
SULZER)およびマメアブラムシ (Aphiscraccivora KOCH)の21'擦を供試した， 11待問の絶食を
行った無惣成虫を憶病ソラマメ紫上で 1-3分間獲得吸汁させた.このアブラムシを健全ソラマ
メに 1本当り 5頭ずつ移し 11時間接種吸汁させた後rc.DDVP ?J:散布して殺した.本実験は
25土40Cの滋皮下で行った.刃物による伝搬実験は市販の安全カミソリを用いて'Hli病ソラマメの
茎を付俗し，つぎにこのカミソりで健全ソラマメの茎を切除することにより行った.孫子伝搬災
験i乙供試した種子は，現地で用いられている種子(品積 i波宮喜一寸)を出水市農協から分譲をう
けたもの，および本研究室の関場で育成したソラマメ(品積 陵商一寸)に供試ウイノレスを機械
的接穆により感染させ翌年この a限病ソラマメから採積したものであった.土壌伝搬実験では，
;現地の脊苗用ポット内ですでに発病したソラマメ曹を採集し，これをポット内の土壊が付悲した
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状態で，あらかじめ育てた健会苗とともに同一の素焼鉢内iζ移秘して引き続いて育成を行った.
それぞれの伝搬3経験の判定はソラマメでの病徴発現の有無によって行った.
細胞内封人体の検出.接続後20-30EI 日の 4限的ソラマメ業から剥ぎl絞った表皮をど一口ニンメ
チノレグリーン ìl~ ，こより染色を行い，光学顕微鏡下で観2iE した.
ウイノレス牧子の電子顕微鋭による観察:カーボン補強を施したコロージオン脱j二に0.596燐タ
ングステン駿溶液の 1 泌与を i泣き，これにf邸内ソラマメ菜の切り 1=1を浸 iJ'~ー して， 10分間静i置して染
色を行った.牧子の設さの測定は純化タバコモザイクウイノレスをマーカーとしてmいて行った.
実験結果
現地での発生状況
昭平152年10月29日に行った滋地3地点で・の調査結来では， A闘場では調査d際体数309株rl:I，)径純
82株(庭先で青苗中のポットでは600株r1:1':日立病15株)， B [磁場では114株主11催病7株 c民|場では
484株仁I~!際病5株であった.ついで悶年1月28日の調筆記紡糸では， A捌場はi調査倒体数227株中継
病212*，~， B [i現場';1:204株I判官i病195株であったのに対し， C凶場では174株中J隈病22株であった.
発生率が低い C悶場の場合l乙は， f器磁後 4EI目lζ予言}百用ポット l乙ダ‘イシストン粒剤の施用およ
び育苗期間を過して寒冷紗の被援を定植3日前まで行ったのに対し， A，BI磁場の場合には殺虫剤
を 1-2 出散布したにすぎず，何者 tllJ ではアブラムシ等の ll1j[徐対策についてお:しいz~災が認めら
;j1，j;こ.
寄主範閤と病徴
供試ウイノレスの*主総[羽ならびに病f般についての実験結来を示したものが Table1である.す
なわち，マメ科縫物ではソラマメ，エンドウ(供試 5品種のうち perfectiontypeは除く)，イン
ゲン(供試4品種のうち35也被)，スイートピー， コモンベッチ，アカクローパーおよびクリム
ソンクローパーに全身感染し，アカザ科綴物の C.αmaranticolorなどにはj心部感染がみられた.
これらの純物の病徴はつぎのとおりであった.
Table 1 Thc host r官actionswith the ¥'irus 
Test plant lnoculated leaf Upper leaJ‘ 
Viciafaba (ソラ?メ) 。 VC，M 
Pisium sativum (エンドウ) O VC，M 
Phaseol山山19aris(インゲン)
cv，Otebo VN VC， M， Mo， Ma 
cv， Masterpiecc 。
cv， Wisconsin perfection 
Lathyrus odoratus (スイートピー) 。 SM， Lr 
Vicia sativa (コモンベッチ) 。 M 
Trifoli1l1l prat，日間(アカクローパー) 。 0， Si'vl 
T. ilcarnatulIl (タザムソンクローパー) O 0，目玉f
C11enotodium amarallticolol NL 
C. murale NL 
Abbreviations; VC: Vein clcaring， M: Mosaic， 3M: 31ight mosaic，ル10:Mottle， 
Ma: Malformation， VN: V cin nccrosis， Lr: Lcaf rolling， NV: 
Necrotic lesion， 一 Noinfcction 
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ソラマメ (Viciafaba L. M，磁 波間一寸， JiI副在来)抜滋諜では無病徴であったが， J:i古:葉
は展開後，葉j旅j毒化を起し，その後退紋性皮点やモザイク症状を呈したが，この症状は比較的軽
度であった.
エンドウ (l治iumsativum L. 品秘 仏関大災，オランダ，白姫，乙姫)いずれの rfr!，~虚にお
いても接種後 8-13 日自に接滋~~の上位3誌に葉脈透化成状が現われ，その後援いモザイク症状を
示した.品積 Wisconsinperfectionでは接続葉および k位蕊とも無病徴であり， 戻し接積も険
性を訴した.
インゲン (Phaseolusvulgaris L. .¥古事fi 大手亡，金1寺，江戸川，マスターピース) γ スター
ピースを徐く 3品1'tfiではいずれも接積に葉j派えそを示したが，その上位葉には葉脈透化がみら
れ，その後，モザイク症状となった.1MI放の激しいものはモットノレ液状を呈し，また大手亡では
奇形をぷす紫もみられた.マスターピースではねれこ後初葉 lこ 1!!~1í追徴感染したが，全身感染はしな
かっ7こ.
スイートピー (Lathyrusodoratus L.) 接積後10-15R [:1Kr.fîd~は縫いモザイク液状をf乏し，
その一部は葉巻き症状をともなうこともあった.
コモンベッチ (Vz・ciasativa L.) 後初1~30-40 日を経逃すると，新葉に鮮明なモザ、イク症状が
現われた，
アカクロ…パー (TrifoliumρratenseL.) 接恐猿および上位葉とも明確な病徴を示さなかった
が， C. amaranticolor Iこ民し抜樋すると供試4t，j(のうち 1株のみが両葉とも陽性であったので，
無病徴の全身感染と認められた.
クリムソンクローパー (Trifoliumincarnatum L.) C. amaranticolar Iζ民し接穆すると，接
続葉および上位葉からウイノレスが間収されたので，全身感染したものと思われる.稀l乙j二位葉lと
緩く縫いモザイク能状が現われることもあった.
C. amaranticolor 接積後6-8El日に接積葉lζ践筏 2-3mmの大裂の之死i士T:!，誌を形成した
が， J二佼葉は無病徴であり，ウイノレスは間収できなかった.
C. mur・'ale 接穏葉にえ死斑点を1=.じたが，この病斑は涼筏 lmm前後で小さいものであった.
つぎの11科22種の検定締物には供試ウイノレスは感染性をぷさなかった.ササゲ，ダ、イズ，アズキ，
アノレファノレブァ， シロクローノf，ー レンゲ、， ナンキンマメ ，Nicotiana glutinosαL.，タノfコ，
チョウセンアサガオ， トマト，カボチャ，スイカ，ホウレンソウ，ヒャクニチソウ，キンセンカ，
センニチコウ，オクラ，ネギ，カブ，ツノレナ，ゴマ
汁液中のウイルス不活化臨界
附稀釈性についての結来を Table2K示した.この紡糸から，供試ウイノレスの船稀釈性は104-
105倍の(間協にあった.つぎに，耐熱性ならびにifIH保存性についての結来を示したものが Table
3と4である.この紡糸では，供試ウイノレスの耐熱性は 60-650C，耐保存性は6-7Elであった.
Tablc 2 Dilution enふpointof thc virus 
10-3 10吋 10-5 
Replication Treatment Control T atment ControI T陀 atmcnt ControI 
25.8 200 3.8 256 O 196 
2 2+.5 176 4.7 160 O 163 
3 18.8 201 2.8 218 O 187 
Figurcs in thc Tablc were exprcssecl by an averagc oflesion numbers on 16 half二leavesof Chellotodium 
amaranticolor. 
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Thcrmal inactivatioll point of the virus Table 3 
600C 
Trcatment Control 
550C 
Treatmcnt 仁:ontrol
650C 
T陀 atment Control Replicatio日
???
?
?
?????197 
18+ 
184 
7.7 
2.0 
2.5 
197 
187 
176 
33.1 
30.8 
34.5 
????
Figures in the Tablc wcrc cxpressed by乱1averagc oflcsion numbers on 16 half-lcavcs of Cheno戸odi1l/ll
amaranticolor. 
Longevity in vitro of thc virus Table 4 
8 
10.9 3.9 3 0.2 0 0 
2 2.1 3.1 0.1 0 0 
3 4.6 0.8 0.9 0 0 0 
Figures in thc Tablc werc cxpressed by an averagc of lesion numbers on 16 half-
lcavcs of Chenotodi・!1mamaranticolor. 
7 
Days aftcr incubation at 200ぐ
456 3 2 Replicatiol1 
ウイルスの伝搬実験
アプラムシによる{云搬実験の結果については Table5に示したとおりである.モモアカアブラ
ムシでは供試ソラマメ20*，;{<I=!τ14株，マメアブラムシは20株中12株が発病した.このことより，両
アブラムシにより供試ウイルスは比較的容易に伝搬されることが判明した.
Aphid transmission of the virus Tablc 5 
??
? 、
?
「?
No. of infcctcd plants 
??
?
?
? ?
No. of test plants 
10 
10 
10 
10 
Replication 
崎ほ1ISpcrsicae 
(モモアカアプラムシ)
Athis craccivora 
(マメアプラムシ)
Aphid specics 
After one hour starving period， the aphids were fed for 1 to 3 min. O!1 the infectcd 
broadbean lcaf. Fivc aphids wcrc used for each tcst plant 
績予伝搬実験の結果では，分譲された稜子から発芽したソラマメ a686株のうち6株が第 1菜
からモザイク液状を呈し発病した.本研究室で機械的接続により発病させたソラマメから採穏し
た穏子で-は， 441株のうち4株が時様lζ発病した. 伝搬Z容はそれぞれ0.8796と0.9096であり，両
者間には授は認められなかった.従って，供試ウイノレスは積子により伝織されることが明らかに
なった.
つぎに，刃物による伝搬実験の結果では，供試ソラマメ71株のうち11株が発病し，その伝搬率
は約1596になった.従って，供試ウイノレスは刃物により伝搬されることが判明した.
経後lζ、土壊伝搬実験の結果では，探病ソラマメを移秘した後約3カ月間健全ソラマメを栽tFf
したが， ζのソラマメには何らの病徴も発現しなかったので，供試ウイルスは土壌伝{殺されない
ものと言える.
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細胞内封入体ならびにウイルス粒子
探病ソラマメ誕の去!支を光学顕微鏡により観然した紡糸， ~浜松状の封人体が検出され，核に隣
接して存在することが多かった. その形状は一定でなく， 長'Iil，然I.!Iqhの長さは 13.2x 10.8 pm 
(70似の測定値へ平均)であった.
Dip法lとより屯子顕微鏡で"jiJ!察したねi*， ウイノレス牧子はひも状で， 長さの分布は 750-850
nmの箱関内にあった.
考 察
本研究は促成栽よ;?のソラマメから分離された 1:fill類のウイノレスについて、得主総1m，伝綴方法
ならびにその他の諸性質を検討し，病原ウイルスのい17主を試みたものである.供rJ式ウイノレスは1
'14・31積の検定櫛物のうち'"'<メ科の 7極，アカザ*;1・の 21還に感決したが、比絞的狭い洛主総凶を
もっていると言える.Dip法による試料中のウイルス牧子・の形態は 750-850nmのひも状であっ
た. ソラマメに感染するウイルスとしては現在まで8探知が報告されているが 4) そのうちで長
さが 700-800n111でひも状のものは，ナンキンマメ ])1紋ウイノレス (PnMV)，olエンドウ種子伝染
モザイクウイノレス (PsbMV)，2) カボチャモザイクウイノレス CWMV)1)およびインゲン黄Jほモザイ
クウイノレス (BYMV)3，7，8) が知られている. これらのウイルスについて今までに報公された文献
の記戦とよ記の得主総凶の結来を照合すると，供試ウイノレスは BYMVの 1系統lζ属すると思わ
れ， Pn班V，PsbMV および WMV とはつぎのような若3~が認められた.すなわち， PnMV は
ダイズ、とアズ、キlζモザ、イク液状を示すさを身感染をするが，インゲ、ン(品強 大手亡)には応部感
染しかせず，さらに C. amaranticolor rcは会く感染flがないこと，つぎに PsbMVはインゲン
には一部の品積に応部感染するが，*実験lこ}甘いたr¥HillCは全く感染性をもたないこと， WMV 
はインゲンに感染性がなく，カボチャ，スイカなどのウリ科純物に全身感染することなどである.
， BYMVIとは 0，P， N， B， CSなどの系統が知られているので，L18} これらの検定積物に
おける病徴の災問について比絞したものが Table6である この去から切らかなように供試ウイ
ノレスは B系統との共通点が多くみられるが， JI:J二により分織された B系統に)認する V124はツ
ルナiと局部感染することとレンゲに全身感染する点で悲災も認められる. しかし， BYMVの諸
系統のうちで滋1-による伝搬が可能であると報公されているのは， V124だけであるから，供試
ウイノレスは種子伝t殺された2肝炎を考燃すると， B系統l乙局するものと思われる.
γable 6 Oomparison on host rcactions of thc virus and strains 01' bcanγeIlow mosaic virus 
(BYMV) rcportcd in .Japan 
Test plant Thc virus BYMV-B -p -0 (VI24) 
-N OS (PI80) 
(ソラマメ) ?νf ?νf M 
Pisium sativulIl (エンドウ) ?νI ?νI M M 
Phaseolus vulgaris (インゲン) 1¥1 1¥1 1¥1 1¥1 
71V(クofztlmzincmplatum 
おおI M ?νi M リムソンクローパー)
M，N 1¥'1 
1¥， N M 
》νI‘?ぜ OS，N 
?呼 VN， St 
Astragalus silicus (イングン) FνI 2νI 
Glycins max (ダイズ) M 1¥1 
Abbreviations; M: Mosaic， S1¥1: Slight mosaic， N: Systcmic nccrosis anrl death， OS: Oh10ro欄
tlc spot， VN: V cin nccrosis， St: Stunt，… No infcction 
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供試ウイノレスの伝搬に泌する若手炎験中ji来と現地i相場でもの発生状況を合せて考察すると，ヌドウイ
ノレス病の伝1(r，t経路はつぎのように推察される.出水市では市農協を通じてソラマメ綾子が共同MIYt
人されているが，本災!倹結来から lijJ らかなように，その I:I~，ζ混犯している病様子から発芽した箇
が低本ながら発病して，これが初発生}おとなり，つぎの伝染源になる.ついで，各栽椛農家の)怠
先で経過する脊前期間が秋j切におけるアブラムシの発生徒期と2立なること，およびこのj諮問での
アブラムシの飛来防止などが完全に行われていないために，本ウイノレスがアブラムシにより伝{殺
され，発生率3-2796の符Iil日立が本自!lP:!E航されることになる.さらに，本/ill1ではアブラムシに
よる伝搬あるいは締心などの農作業の l怒に n~夜による伝搬などで， 1&終的には大部分のソラマメ
が権摘してしまう状況をもたらしていると忠われる.
以上の ζ とから，木ウイノレス病の激発の原i週は務化処理によりソラマメの促成栽椛が行われる
ようになった結来，従来の作製である露地智通作の場合と災なり，本ウイノレスを媒介するアブラ
ムシの多発生時期と古前期1mが一致するようになったことと合せて，本闘においてハウス， トン
ネノレなどの施設での力Il視処思がなされ，ウイノレス地般により適するflA皮下でソラマメの栽i設が行
われることによると考えられる.
従って，本ウイルス病の発生を予防するためには，その伝搬経過をふまえて，綾子伝鍛による
初発病菌の早期抜き取り，育了'liJ羽I1¥J1-11 における水冷紗被援などによりアブラムシの JI~米~)j1二なら
びに育苗期間のみならず本制定め:後を含めてアブラムシの薬剤による駆徐を励行し，さらに農作
業中における汁液による伝搬の紡止に留意すべきであると思われる.
摘 要
路児島県出水f1jJ認辺では点化処却したソラマメの積子(I~i~，税 陵iLi一寸)を9月下旬に矯緩し
て， 10月上， 1j1 1ûlζ主主総する促成;!;~jì'.:が行われている.年内には大部分の事長がモザイク症状を呈
するにいたる状況にあるので，このig1日{ウイルスの分離， 1司';江を行った.供i決ウイノレスは汁淡接
続によって， 11科31磁のi!t試秘物のうち 2149積iζ感染した. ifH稀釈性は101-105傍， 耐熱性は
60~~650C，語H保在性は 6-7 [] (20ハC)であった.モモアカアブラムシおよびマメアプラムシに
より非永続的に伝搬され，種子による伝jq~ (伝搬ネ0.9~引ならびに刃物による伝搬(伝倣率15
デ~)も可能であったが， j二域伝搬は認められなかった.椛病ソラマメ誕の表皮組織lζは細胞内封
人体が容易に検出され， dip法により 750-850nmのひも状粒子が観察できた.以上の総来と
i克幸誌のウイノレスの諸性質を比絞照合すると，供試ウイノレスはインゲン2完成モザ、イクウイノレスの B
系統に属する 1系統であると同定された.1云;段、経絡をJijらかにした結栄，ヌドウイノレス病の防除法
としては穏子を通して発病する苗の完全抜き取りおよび特に夜前期間におけるアプラムシの徹底
的駆除が有効であるとd忠われる.また，ヌドウイノレスが農作業中lζ良夫により伝搬される可能性が
あるので，この点についても注意を払うべきであろう.
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